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対馬海上保安部・比田勝海上保安署

集中豪雨や台風襲来に注意!!
例年、８月、９月には集中豪雨や台風襲来の影響により、係留中の船舶が浸水（沈没）する

等の海難が発生しています。船舶が沈没した場合、自船の被害のみならず、油の流出等で、

周囲にも大きな損害を与える可能性もあるため、「早めの気象海象情報の入手」や「係留状

態の強化」等の対策を徹底しましょう。

浸水（沈没）対策

◎船舶の陸揚げ・固縛の強化

◎静穏度の高い海域への早期避難

◎係留の強化（係留索の摩耗等確認）

◎スカッパー及び甲板の排水設備の開放の確認

７月末現在で船舶の事故が１５隻発生しており、昨年同

時期比＋１１隻と大幅に増加しています。また、そのう

ち１０隻が衝突事故によるものです。「常時適切な見張

り」を徹底するなど、事故防止に努めましょう！！

浸水（沈船）した船舶

熱中症に気を付けよう

今年もすでに厳しい暑さとなっており熱中症のリ

スクが高まっています。

「熱中症が疑われるときの応急処置」（右図）を

ご参考いただき、熱中症への適切な対策を行い、

暑い夏を乗り切りましょう。

船舶事故が増加しています！
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7月末 4隻 15隻

年間 ８隻 ー

【対馬周辺海域での船舶事故発生数】
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